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※ 行政事務（行政）については、点字による受験もできます。（福岡会場のみ）
※ 消防吏員Ａは、採用後、消防学校（全寮制）に入校し、消防吏員として必要な教育を受けます。
※ 外国籍の方は、採用後、担当できる職務等に制限があります。詳しくは、３ページの「外国籍職員の担当
 　職務について」をご覧ください。
※ 申込日現在で福岡市職員（任期の定めのない正職員)である人は、特別募集の区分は受験できません。

（2）特別募集（採用予定日　平成29年10月１日以降）　※採用予定人員は、変更になることがあります。

募 集 区 分 採用予定人員 職　務　の　概　要

上 

　
　
　
　
　級

行
政
事
務

行　　　 政 市長部局、教育委員会、水道局、交通局等で事務に従事します。

福　　　 祉 市長部局等で福祉に関する相談・指導、生活保護等の業務に従事します。

心　　　 理 市長部局等で心理判定や福祉等の業務に従事します。

行

　政

　技

　術

土　　　 木

市長部局、教育委員会、水道局、交通局等で施設・設備の設計、施工監督、
維持管理等の業務に従事します。
※ 土木・電気・機械は、深夜勤務を含む交替制勤務になる場合があります。

建　　　 築

電　　　 気

機　　　 械

造　　　 園

衛 生 管 理 Ａ 市長部局、教育委員会、水道局等で食品衛生監視、環境衛生監視、公害監視、
水質検査等の業務に従事します。

衛 生 管 理 Ｂ 市長部局、教育委員会、水道局等で環境衛生監視、公害監視、水質検査等の
業務に従事します。

消 防 吏 員 Ａ 消防署等で原則として深夜勤務を含む交替制勤務の消防業務に従事します。
※ 女性については、現行の法令上、従事できる業務に制限があります。

獣 医 師 動物愛護管理センター､食肉衛生検査所、動物園等で獣医師等の業務に従事します。

保 健 師 保健福祉センター等で保健師等の業務に従事します。

30人

若干名

若干名

18人

６人

８人

６人

２人

４人

２人

20人

若干名

５人

募 集 区 分 採用予定人員 職　務　の　概　要

上 

　
　
　
　
　級

行　　　 政 市長部局、教育委員会、水道局、交通局等で事務に従事します。

行

　政

　技

　術

土　　　 木
市長部局、教育委員会、水道局、交通局等で施設・設備の設計、施工監督、
維持管理等の業務に従事します。
※ 土木・電気・機械は、深夜勤務を含む交替制勤務になる場合があります。

建　　　 築

電　　　 気

機　　　 械

衛 生 管 理 Ａ 市長部局、教育委員会、水道局等で食品衛生監視、環境衛生監視、公害監視、
水質検査等の業務に従事します。

文化財専門職 経済観光文化局において、発掘調査及び歴史・文化財関連の業務に従事します。

10人

４ 人

若干名

若干名

若干名

３ 人

２ 人

平成29年度

福岡市職員募集案内
（上級、消防吏員Ａ、獣医師、保健師）

平成29年５月１日
福岡市人事委員会

求める人材像　「市民から信頼される人材」
　福岡市が求める人材は、市民全体の奉仕者として、市民の声に耳を傾け、市民に説明責任を果たすことが
できるコミュニケーション力を持ち、市民や職場の仲間たちと信頼関係を築き、困難な状況にあっても、
責任感と積極性をもって自分に課せられた仕事に取り組むことができる人です。

● 第１次試験日　６月25日（日）
● 受 付 期 間　［電子申請］５月１日（月）午前９時～５月15日（月）午後５時（受信有効）
　 　　　　　　　［郵送申込］５月１日（月）～５月17日(水)（消印有効）

※原則、電子申請（インターネットによる申込）で申し込んでください。
　（インターネット環境及びＡ４サイズ対応のプリンターが必要です。）
※電子申請ができる環境にない方や電子申請受付期間を過ぎている場合のみ郵送で申し込んでください。　

１ 募集区分、採用予定人員及び職務の概要（定期募集と特別募集は、採用予定日等が異なります。）
（1）定期募集（採用予定日　平成30年４月１日以降）　※採用予定人員は、変更になることがあります。

行政
事務
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２ 受験資格
　次の(1)から(3)までの要件を満たす人
　(1) それぞれの募集区分の受験資格に該当する人

募集区分 受験資格（年齢・免許・資格等）

定　

期　

募　

集

上
　
　
　
　
　
級

行 

政 

事 

務

行 　  政
次のいずれかに該当する人
①　昭和６３年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人
②　備考１のとおり

昭和６３年４月２日以降に生まれた人で次のいずれかに該当する人
①　大学（短大※１を除く。）又は大学院※１において心理学を専攻し、卒業（修了）した人又は
　　平成３０年３月３１日までに卒業（修了）見込みの人
②　人事委員会が①に掲げる資格と同等の資格があると認める人
　＊心理学の単位を取得しているだけでなく、専攻していることが必要です。

次のいずれかに該当し、かつ、右にある要件を満たす人
①　昭和６３年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人
②　備考１のとおり

次のいずれかに該当する人
①　昭和６３年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人
②　備考１のとおり

次のいずれかに該当し、かつ、日本国籍を有する人
①　昭和６３年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人
②　備考１のとおり

次のいずれかに該当する人
①　昭和６２年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人
②　備考２のとおり

次のいずれかに該当し、かつ、食品衛生監視員の被任用資格※３を有する人
①　昭和６２年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人
②　備考２のとおり

昭和６２年４月２日以降に生まれた人で次のいずれかに該当する人
①　大学（短大※１を除く。）又は大学院※１において考古学を専攻し、卒業（修了）した人
②　人事委員会が①に掲げる資格と同等の資格があると認める人
　＊考古学の単位を取得しているだけでなく、専攻していることが必要です。

昭和５７年４月２日以降に生まれた人で、獣医師の免許を有する人又は平成２９年度実施の
国家試験で取得見込みの人

昭和６２年４月２日以降に生まれた人で、保健師の免許を有する人又は平成２９年度実施の
国家試験で取得見込みの人

心 　  理

福  　 祉

行 

政 

技 

術

衛生管理Ａ

土木・建築
電気・機械
造園　　　
衛生管理Ｂ

行　　　政

土木・建築
電気・機械

衛生管理Ａ

文化財専門職

消防吏員Ａ※4

獣  医  師

保  健  師

特　

別　

募　

集

上
　
　
　
　
級

行

　政

　技

　術

 

備考
１ 平成８年４月２日以降に生まれた人で、次のいずれかに該当する人
　 ア 大学（短大※１を除く。）を卒業した人又は平成３０年３月３１日までに卒業見込みの人
　 イ 人事委員会がアに掲げる資格と同等の資格があると認める人
２ 平成７年４月２日以降に生まれた人で、次のいずれかに該当する人
　 ア 大学（短大※１を除く。）を卒業した人
　 イ 人事委員会がアに掲げる資格と同等の資格があると認める人
※１　大学、短大及び大学院とは、それぞれ学校教育法に基づく大学、短期大学及び大学院をいいます。以下同じ
※２　福祉の「社会福祉主事の被任用資格」を有するには、次の①～③のいずれかに該当することを要します。
　① 大学、短大において、厚生労働大臣の指定する社会福祉に関する科目のうち３科目以上修めて、卒業すること
　② 厚生労働大臣の指定する養成機関又は講習会の課程を修了したこと
　③ 社会福祉士又は精神保健福祉士
　＊ 社会福祉主事の被任用資格については、厚生労働省ホームページをご覧ください。

社会福祉主事の被任用資
格※２を有する人又は平
成３０年３月３１日までに
取得見込みの人

食品衛生監視員の被任用
資格※３を有する人又は
平成３０年３月３１日まで
に取得見込みの人

行政
事務
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(2) 地方公務員法第16条の各号のいずれにも該当しない人
【地方公務員法第16条（抄）】

(3) 次のいずれかに該当する人（ただし、消防吏員Ａは日本国籍を有する人に限る。）

● 外国籍職員の担当職務について

　　外国籍の職員は、担当できる職務等に次のような制限があります。
　
　　１　公権力の行使にあたる職務は担当できません。
　　　　公権力の行使にあたる職務とは、次のとおりです。
　　　　① 市民の権利や自由を一方的に制限する内容を含む職務
　　　　② 市民に義務や負担を一方的に課す内容を含む職務
　　　　③ 市民に対して、強制力をもって執行する内容を含む職務
　　　　④ その他公権力の行使に該当する職務

募集区分
代　表　的　な　職　務

担当できる職務 担当できない職務

上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
級

行
政
事
務

行 　 　 政 庶務・経理、広報・広聴、地域振興・支援、調査統計
市税等の賦課・滞納処分、生活保護の決定、土地収
用、立入検査

福 　 　 祉 児童問題に係る相談、福祉関係手当等の支給 要保護児童等に対する措置の決定、生活保護の決定

心　　　理 心身障がい児・者の相談・調査・指導 措置入院の決定、児童福祉施設の入所措置

行
　
政

　
技

　
術

土　　　木
道路工事及び上下水道工事の実施計画・設計・監
督

開発行為の監視・規制等、再開発事業・区画整理
事業の計画決定及び変更

建　　　築
市営住宅建設工事の設計・監督、庁舎・学校・文化・
福祉施設等公共施設建設工事の設計・監督

建築基準法に基づく許可、違反建築物に対する命
令、都市再開発法に基づく許可、宅地造成等の規制

電　　　気
機　　　械

清掃工場・上下水道関連施設・地下鉄等の公共施
設等の設備に係る設計・施工・維持管理

民間の建築設備の建築確認

造　　　園 公園・緑地の設計・監督・維持管理 開発行為の監視・規制

衛生管理A 上下水道水の水質管理、環境保全に関する調査・研究

上下水道水の水質管理、環境保全に関する調査・研究

食品衛生監視、環境衛生監視

衛生管理B 環境衛生監視

文化財調査文化財専門職 文化財の現状維持等の許可

獣　医　師
動物の飼育、大気汚染等環境保全に関する相談・
調査

食品衛生監視、環境衛生監視、と畜検査

保　健　師 母子保健・成人保健・老人保健の相談・調査
緊急措置入院、感染症等予防のための従業禁止・
入所命令

２　公の意思の形成への参画に携わる職に就くことはできません。
　　公の意思の形成への参画に携わる職とは、福岡市の行政について企画、立案、決定等に関与する職をいい、原則
として課長相当級以上の職を指します。 

３　昇任について
　　外国籍の職員は、上記２のとおり、原則として課長相当級以上の職に就くことはできませんが、市民サービスを
目的とする施設の運営業務を担当する職、出先機関等で内部管理業務を担当する職などで公の意思の形成への参
画に携わる蓋然性の低い課長相当級以上の職に就くことは可能です。

※３　衛生管理Ａの「食品衛生監視員の被任用資格」を有するには、次の①～④のいずれかに該当することを要します。
　① 都道県知事の登録を受けた食品衛生監視員の養成施設において、所定の課程を修了した人
　② 医師、歯科医師、薬剤師又は獣医師
　③ 大学又は高等専門学校において医学、歯学、薬学、獣医学、畜産学、水産学又は農芸化学の課程を修めて卒業した人
　④ 栄養士で２年以上食品衛生行政に関する事務に従事した経験を有する人
　　 なお、上記※３－①③については、ご自分で判断するのではなく、大学等に確認の上、申し込んでください。
※４　消防吏員の募集区分について
　　  消防吏員Ａは大学卒業程度、消防吏員Ｂは高校卒業程度（４年制大学在学者及び卒業者は受験不可）となっています。
　　  消防吏員Ｂは８月３日から募集を開始する予定です。
※５　申込日現在で福岡市職員（任期の定めのない正職員)である人は、特別募集の区分は受験できません。

　・ 成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む。）
　・ 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの人
　・ 福岡市職員として懲戒免職の処分を受け、その処分の日から２年を経過しない人
　・ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する
　　 政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した人

　・ 日本国籍を有する人
　・ 出入国管理及び難民認定法に定められている永住者
　・ 日本国との平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法に定められている特別
　　 永住者
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３ 試験の方法
　上級及び消防吏員Ａは大学卒業程度、獣医師・保健師はそれぞれの免許に応じた試験を次のとおり行います。

　(1) 試験科目・配点・内容

試 験 科 目

配　点

内　　容行政事務
(行政) 消防吏員Ａ

文化財
専門職

左記以外
の区分

第
１
次
試
験

教養試験 100

100

180

－

－

40

200

－

100

100

－

○

－

40

200

－

100

－

－

－

○

40

200

○

100

100

－

－

－

40

200

－

公務員として必要な一般教養についての５肢択一式
による筆記試験を行います。（150分・50問）

個別面接を行います。

遺物の実測を行います。

基礎体力についての試験を行います。

論文試験を行います。（90分・1,200字程度）

健康状態についての医学的検査を行います。

個別面接を行います。 
※口頭試問の参考とするために適性検査等を実施します。

各募集区分に必要な専門知識及び能力についての
５肢択一式（文化財専門職は記述式）による筆記試験
を行います。（120分・択一式は40問）

専門試験

口頭試問

第
２
次
試
験

体力試験

実技試験

論　　文

口頭試問

身体検査

※ 教養試験、専門試験（文化財専門職を除く。）については、次の式により得点を算出します。その結果、得点が100点を
　 超える場合もあります。

得点＝15×
（正答数－正答数の平均）

標準偏差 ＋50

※ 行政事務（行政）の第１次試験口頭試問受験該当者は、教養試験及び専門試験により、また文化財専門職及び消防吏員Ａ
　 の第２次試験口頭試問等受験該当者は、実技試験又は、体力試験の成績により決定します。
※ 上記表中の○印の試験科目については、得点化はせずに、可否判定のみ行います。
※ 第１次試験の合格は、第１次試験科目の総合成績により決定しますが、一定の基準（点）を満たさない試験科目がある場
 　合は不合格となります。
※ 最終合格は、第２次試験科目の総合成績のみにより決定し、第１次試験の成績は反映されません。また、一定の基準（点）
　 を満たさない試験科目がある場合は不合格となります。
※ 適性検査等を含め、受験していない試験科目等がある場合は不合格となります。
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　(2) 教養試験の出題分野　　※ 例題をホームページで公開しています。

募集区分 出 題 分 野

全　区　分
一般的知識（社会・人文・自然）及び知能（文章理解（英文を含む。）、判断推理、数的推理、
資料解釈）

　(3) 専門試験の出題分野　　※ 例題をホームページで公開しています。

募集区分 出 題 分 野

上
　
　
　
　

級

行 

政 

事 

務

行　政 政治学、行政学、憲法、行政法、民法、刑法、労働法、経済学、財政学、社会政策、国際関係、
経営学、教育学

福　祉 社会福祉概論（社会保障を含む）、社会学概論、心理学概論（社会心理学を含む）、社会調査

心　理 一般心理学（心理学史、発達心理学、社会心理学を含む）、応用心理学（教育心理学・産業
心理学・臨床心理学）、調査・研究法、統計学

行 

政 

技 

術

土　木 数学・物理、応用力学、水理学、土質工学、測量、都市計画、土木計画、材料・施工

建　築 数学・物理、構造力学、材料学、環境原論、建築史、建築構造、建築計画、都市計画、建築設
備、建築施工

電　気 数学・物理、電磁気学・電気回路、電気計測・制御、電気機器・電力工学、電子工学、情報・
通信工学

機　械 数学・物理、材料力学、流体力学、熱力学、電気工学、機械力学・制御、機械設計、機械材料、
機械工作

造　園 造園学原論、造園材料・施工、造園管理、造園計画・設計（都市・地方計画を含む）、造園
関連基礎

衛生管理A 統計学、分析化学、無機化学･無機工業化学、有機化学･有機工業化学、生物化学、衛生、
食品科学、応用微生物学、公衆衛生学、畜産物利用学、水産利用学

衛生管理B

文化財専門職

数学・

考古学

物理、統計学、物理化学、分析化学、無機化学･無機工業化学、有機化学･有機工業化
学、化学工学、生物化学

獣  医  師 家畜解剖学、家畜生理学、家畜薬理学、家畜病理学、家畜内科学、家畜外科学、家畜繁殖学、
家畜寄生虫病学、家畜微生物学、家畜伝染病学、獣医公衆衛生学、家畜衛生学、畜産一般

保  健  師 公衆衛生看護学、疫学、保健統計学、保健医療福祉行政論
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　(4) 実技試験・論文・口頭試問の評定基準　　※過去の論文課題をホームページで公開しています。

試験科目 評 定 基 準

論　　文 理解力・問題意識、独自性（自分の考え・意見）、論理性・構成力、表現力の観点から評定
します。

実技試験
（文化財専門職のみ） 測定器具等の取扱い、測定技術、実測の完成度の観点から評定します。

口頭試問 態度、服装、印象をはじめ対人関係について、
コミュニケーション力、情緒安定性、協調性・関係構築力、責任感・積極性の観点から評定します。

　(5) 消防吏員Aの体力試験の種目及び必要な体力の目安

種　　　　目 内　　容
必要な体力の目安
男性 女性

握　　　力 握力計で左右の握力を測定 38kg（左右両方） 24kg（左右両方）

背 筋 力 背筋力計で背筋力を測定 115kg 67kg

上体起こし 仰向けの姿勢から前方への上体起こし（3秒間に1回） 20回 12回

立ち幅とび 助走なしで両足同時に踏み切る前方への幅とび 215cm 159cm

け ん す い 高鉄棒を使用し、順手握りでけんすい 4回

搬 送 力 10kg程度のものをかついで50mの2往復
（※ 屋内実施時は25mの4往復）による200m走

42秒
（※屋内48秒）

斜めけんすい 低鉄棒を使用し、順手握りで斜めにけんすい 16回

走　　　力 50mの２往復（※ 屋内実施時は25mの4往復）による
200m走

45秒
（※ 屋内51秒）

持 久 走 男性1,500m走、女性1,000m走 6分55秒 5分25秒

(20mシャトルラン) 往復持久走 （雨天時のみ持久走の代わりに屋内で実施） （65回） （35回）

　※　搬送力・走力は、雨天でグラウンドが使用できない場合、屋内にて実施します。

　(6) 消防吏員Ａの身体検査の基準
　　　消防吏員Ａの身体検査のうち、下記の項目については、基準を満たしていない場合は不合格となります。

項　　　目 基　　　準

視　　　力 矯正視力を含み、両眼で0.7以上、かつ、一眼でそれぞれ0.3以上であること

色彩識別能力 赤色、青色、黄色の識別ができること
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４ 試験の日程・会場・合格発表
　 〈第１次試験〉

募集区分 日　程　等 合 格 発 表

行
政
事
務

筆記試験 ： ６月２５日（日） 午前９時 ～ 午後３時３０分頃

行　政

福　祉

行 政 技術

文化財専門職

消防吏員Ａ

獣　医　師

保　健　師

（文化財専門職を除く）

心　理

福岡会場 ： 九州産業大学
東京会場 ： 立教大学 池袋キャンパス

筆記試験 ： ６月２５日（日） 午前９時 ～ 午後３時３０分頃

福岡会場 ： 九州産業大学
東京会場 ： 立教大学 池袋キャンパス

筆記試験 ： ６月２５日（日） 午前９時 ～ 正午頃

福岡会場 ： 九州産業大学
東京会場 ： 立教大学 池袋キャンパス

筆記試験 ： ６月２５日（日） 午前９時 ～ 午後３時３０分頃

福岡会場 ： 九州産業大学
東京会場 ： 立教大学 池袋キャンパス

口頭試問受験該当者発表
６月２９日（木）

口頭試問等受験該当者発表
７月２１日（金）

口頭試問等受験該当者発表
７月２１日（金）

第1次合格者発表
７月２１日（金）

第1次合格者発表

第1次合格者発表

７月７日（金）

第1次合格者発表
７月７日（金）

第1次合格者発表
６月２９日（木）

第1次合格者発表
７月７日（金）

〈午前１０時〉

人事委員会事務局前

（市役所５階）

福岡市職員募集
ホームページ

口頭試問 ： ７月１２日（水） ～ ７月１６日（日）

※ 詳細な日時・会場（福岡会場のみ）などは該当者に通知します。

【定期募集】
７月７日（金）

【特別募集】
６月２９日（木）

【定期募集】 ９月中旬
【特別募集】 ８月下旬

募集区分 日　程　等 合 格 発 表

行
政
事
務

行　政

福　祉

行政技術

文化財専門職

消防吏員Ａ

獣　医　師

保　健　師

（文化財専門職を除く）

心　理
７月１８日(火)～９月上旬(予定)

実技試験 ： ７月１３日（木）

体力試験 ： ７月８日（土）

７月１８日（火）～９月上旬（予定）

最終合格者発表
８月下旬

最終合格者発表

最終合格者発表

９月中旬

最終合格者発表
８月下旬

最終合格者発表
９月中旬

最終合格者発表
９月中旬

〈午前１０時〉

人事委員会事務局前

（市役所５階）

福岡市職員募集
ホームページ

〈第２次試験〉

【定期募集】７月２７日（木） ～ ８月下旬（予定）

【特別募集】７月２７日（木） ～ ８月上旬（予定）

【定期募集】７月１８日（火）～９月上旬(予定)

【特別募集】７月１０日（月）～８月上旬（予定）

適性検査、論文、口頭試問

８月２日（水） ～ ８月中旬（予定）

適性検査、論文、身体検査、口頭試問

８月２日（水） ～ ９月上旬（予定）

※ 口頭試問等受験該当者（文化財専門職、消防吏員Ａ）及び第２次試験合格者には、結果等を文書で通知します。
※ 詳細な日時・会場（福岡会場のみ）などは第１次合格者または口頭試問等受験該当者に通知します。

※ 口頭試問受験該当者（行政事務（行政））及び第１次合格者には、結果等を文書で通知します。
　 発表の翌週月曜日までに届かない場合は、同日午後５時３０分までにご連絡ください。
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５ 受験手続

受付期間

５月１日（月）午前９時～５月１５日（月）午後５時 ※受信有効

申込方法

　 ※ 申込みは、受付期間中に正常に到達したもののみ有効とします。
  　　受付期間の最終日には回線の混雑が予想されますので、時間に余裕をもって申し込んでく
　　  ださい。
　 ※ 送信後、２時間経過しても申請到達メールが届かない場合は、必ず連絡してください｡

注意事項

● 申込みは１人１つの区分に限ります。定期募集・特別募集の違いや電子申請、郵送申込の違いも含め、複数の区分に
重複して申し込むことはできません。受付期間終了後は、募集区分の変更はできません。

● 原則、電子申請（インターネットによる申込）で申し込んでください。（インターネット環境及びＡ４サイズ対応のプリ
ンターが必要です。）電子申請ができる環境にない方や電子申請受付期間を過ぎている場合のみ郵送で申し込んで
ください。

● 行政事務（行政）については、点字による受験もできます。会場は福岡会場のみとなります。希望する人は、試験時間
が一部異なりますので、５月１７日(水)午後５時３０分までに必ず連絡してください。

● 身体に障がいのある人で、受験の際に要望（車いすの使用など）のある人は５月１７日(水)午後５時３０分までに必ず
連絡してください。

● 【福祉】、【心理】、【衛生管理Ａ】、【文化財専門職】、【獣医師】、【保健師】を受験する人は、第１次試験合格後に受験資格を
証明する書類（資格証明書、成績証明書及び卒業又は修了（見込）証明書、免許証等）を提出していただきます。

● 消防吏員Ａの体力試験受験者については、傷害保険への加入のため、保険会社に、また、身体検査受験者については、
身体検査実施機関に、申込書記載の氏名等個人情報を提供します。

　(1) 電子申請（インターネットによる申込み）の場合

手続きについては、福岡市職員募集ホームページ（http://www.city.fukuoka.lg.jp/saiyou/）
で確認してください。（携帯電話からは申込みできません。）

○ パソコンの機種や環境等により利用できない場合があります。
○ 下記のOS、Webブラウザの組み合わせ以外では動作を保証できません。

【注意事項】
　※ ①画面の表示において、以下の現象が発生することがありますが、申請処理を続けてくだ 
　　 さい。
　　 ・表示や入力された項目が折り返しで表示される。
　　 ・文字が重なって見える。
　　 ・文字が枠からはみ出す。
　　 ②エラーが表示される場合は、Internet Explorerを使って申請をお願いします。
○ 受験票の印刷にはＡ４サイズ対応のプリンターが必要です。受験票を印刷できない人は、電子
　  申請は利用できませんので、郵送で申し込んでください。
○ 福岡市からの確認メールが、一部Ｗｅｂメールでは迷惑メールに振り分けられることがあります
　  ので、確認メールが届かない場合は迷惑メールフォルダを確認してください。
　 また、メールアドレスやドメインの指定受信をされている方は「@elg-front.ｊp」を拒否しないよ
　 うお願いします。
○  通信回線上の障害等によるトラブルについては、一切責任を負いません。

Webブラウザ OS

Internet Explorer 11.0

Microsoft Edge※ 注

Windows 7 Service Pack 1

Windows 8.1 ※ Windowsストアアプリ版を除く、デスクトップ画面で利用

Windows 10

Windows 10
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受 験 票

○ 受験票（様式）と「受験番号確認表」を、６月９日（金）以降に、福岡市職員募集ホームページ
（http://www.city.fukuoka.lg.jp/saiyou/）に掲載します。
○ 受験票（様式）はダウンロードし、印刷の上、必要事項（募集区分、氏名、第１次試験会場、受験番
号、到達番号、写真の撮影年月）を記入し、写真（縦４㎝×横３㎝、平成２９年１月以降に撮影
した上半身・正面脱帽のもの）を貼り、第１次試験当日（６月２５日）に必ず持参してください。
写真が貼られていない場合は受験できません。

○ 受験番号は「受験番号確認表」で確認してください。

６月９日（金）以降掲載
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６ 合格から採用まで

７ 給与（給料＋地域手当） （平成29年４月１日現在）

募集区分 上　級 消防吏員A 獣医師 保健師

給与月額 約 193,000 円 約 206,000 円 約 215,000 円 約 201,000 円

申込方法

提出書類を下記の送付先へ特定記録又は簡易書留により郵送してください。

※ 受験者１人につき、１通の郵便物で申し込んでください。

※ 申込書は折り曲げずに封筒に入れ、封筒の表に「受験申込」と朱書きしてください。

※ 封筒の裏には住所と氏名を明記してください。

※ 特定記録又は簡易書留の控えは、受験票が届くまで保管してください。

　 なお、特定記録又は簡易書留によらない場合の事故等については責任を負いません。

※ 人事委員会事務局による受付が終了した申込書等は、一切返却しません。

送 付 先 〒810-8620　福岡市人事委員会事務局任用課　　※住所の記入は不要です。

受 験 票

○ 受験票は６月９日（金）以降に発送しますので、６月14日（水）までに届かない場合は、６月15日（木）

　 午後５時３０分までに必ず連絡してください。

○ 受験票は、写真（縦４cm×横３cm、平成２９年１月以降に撮影した上半身・正面脱帽のもの）を

　 貼り、写真の撮影年月を記入した上で、第１次試験当日（６月２５日）に持参してください。

 　写真が貼られていない場合は受験できません。

(1) 最終合格者は、募集区分ごとに、人事委員会の作成する名簿に登載され、原則として平成30年４月１日(特別募集に
ついては、平成29年10月１日）以降に任命権者（市長、消防局長等）によって採用されます｡最終合格者については、
採用後の人事管理の必要性から、採用試験等申込書等の書類を各任命権者に提供します。

(2) 受験資格がない場合又は「申込書」等の提出書類の記載事項（電子申請の場合の入力事項を含む）に事実と異なる
記載があった場合は、採用される資格を失うことがあります。

(3) 受験資格に免許又は資格を必要とする募集区分において、次の場合は成績のいかんに関わらず採用されません。
　　・ 採用の前年度に実施される国家試験で当該免許等を取得できなかった場合
　　・ 採用の前年度中に学校等を卒業できず、当該免許等を取得できなかった場合
　　・ 当該免許等が取り消されている場合又は業務の停止を命じられている場合

※ このほかに給与関係の条例、規則等の定めるところにより、扶養手当、通勤手当、住居手当、期末・勤勉手当等が支給
されます。

 　また、給与月額については上位の学歴や経験年数を有する人は、一定の基準により加算されることがあります。
　 （例：上級で大学院修士卒の場合　約210,000円）
※ 採用されるまでに給与関係の条例、規則等の改正が行われた場合は、その定めるところによります。

※消印有効

【配布している申込書を使用する場合】

受付期間

提出書類

５月１日（月）～５月１７日(水)

　(2) 郵送申込の場合

申込書（受験票・データ票を切り離さないこと）
　※ １１～１２ページの記入要領をよく読んで記入してください。

【ホームページからダウンロードした申込書を使用する場合】
申込書、受験票、データ票（受験票とデータ票は切り離してください。）
　※ Ａ４の白色紙に黒インクでそれぞれ印刷してください。（両面印刷不可）
　※ １１～１２ページの記入要領をよく読んで記入してください。
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(1) 

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）

受験を希望する募集区分の□に「×」印

をつけてください。

氏名、生年月日、性別を記入してくださ

い。氏名はフリガナも必ず記入してくだ

さい。生年月日及び性別欄の□は該当

するものに「×」印をつけてください。

現住所を都道府県から記入してくださ

い。記入された住所に合格等の通知を郵

送しますので、アパート名等も漏れな

く記入してください。また、現住所と異

なる場所への通知を希望する場合のみ、

「合格等の通知先」欄も記入してくださ

い。

電話番号（自宅等）、携帯電話を記入し

てください。不備がある場合等に連絡す

ることがあります。

最近の学歴を３つ記入してください（小

学校は不要）。公務員試験のための学校

等は記入しないでください。なお、現在

在学中で、平成３０年４月以降に卒業見

込みの人（例：４年制大学の３年生等）

は、平成２９年５月と記入し、「その他」の

□に「×」印をつけ、（ 　　）に「在学中」

と記入してください。

免許・資格について、【福祉】、【衛生管理

A】、【獣医師】、【保健師】を受験する人は

該当する免許・資格の□に「×」印をつ

け、取得（見込）時期を記入のうえ、「取

得」又は「取得見込」の□に「×」印をつけ

てください。その他の募集区分を受験す

る場合は、何も記入しないでください。

希望する第１次試験会場の□に「×」印

をつけてください。

【行政】を受験する人で、点字による受験

を希望する場合は□に「×」印をつけて

ください。

この募集を知った経緯について、該当す

る□に「×」印をつけてください。

署名欄に記載されている内容をよく読

んだ上で、日付と氏名を自署してくださ

い。

●記入要領（郵送申込の場合は、下記の記入要領をよく読んで記入してください。）
※ 必ず受験者本人が記入してください。（点字受験の申込みの場合は代筆可）
※ 書き損じた場合、修正液・修正テープは使用せず、二重線で消して訂正してください。なお、訂正印は不要です。

申 込 書

募集区分 コード

定　

期　

募　

集

行 　 政 03

福 　 祉 05

心 　 理 04

土 　 木 06

建 　 築 07

電 　 気 08

機 　 械 09

造 　 園 10

衛生管理Ａ 11

衛生管理Ｂ 12

消防吏員Ａ 22

獣 医 師 50

保 健 師 52

募集区分 コード

行 　 政 19

土 　 木 15

建 　 築 17

電 　 気 18

機 　 械 24

衛生管理Ａ 16

文化財専門職 14

特

別

募

集

【募集区分コード表】 ※ 該当するコードをデータ票に記入すること
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受験票

(1) 受験を希望する募集区分、第１次試験会場の□に「×」印をつけ、フリガナ、氏名を記入してください。
　　※ 申込時には、写真を貼らないでください。
(2) 配布している申込書を使用する場合

６２円

は、裏面に返信先（郵便番号・住所・氏名）を記入し、返信用の62円分の切手を
貼ってください。

(3) ホームページからダウンロードした申込書を使用する場合は、切り取り線に沿って、受験票とデータ票を切り離し、

受験票をはがき（郵便はがき（62円分）又は6２円分の切手を貼った白色無地の私製はがき）の裏面にはがれない

ようにしっかりと貼り付け、はがきの表面に返信先（郵便番号・住所・氏名）を記入してください。

データ票

(1) 受験を希望する募集区分のコードを11ページの募集区分コード表により確認し、募集区分コード欄に記入してく
ださい。

(2) カナ氏名、漢字氏名を記入してください。いずれも氏と名の間は１字あけてください。また、カナ氏名の濁点（ ）゙及
び半濁点（ ）゚は１字として記入してください。

(3) 生年月日を記入してください。元号は該当するものを○で囲んでください。
(4) 性別について、該当するものを○で囲んでください。
(5) 現住所を都道府県から記入してください。記入された住所に合格等の通知を郵送しますので、アパート名等も漏
れなく記入してください。また、現住所と異なる場所への通知を希望する場合のみ、「合格等の通知先」欄も記入し
てください。

(6) 最終学歴（既に卒業したもの又は平成30年３月までに卒業見込のものに限る。）について、該当する種別と区分を○
で囲み、校名・学部名を記入してください。なお、「高等専門学校」とは５年制のものをいいます。公務員試験のため
の学校等は記入しないでください。

(7) この募集を知った経緯（アンケート）について、該当するものを○で囲んでください。
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● 受験上の注意事項
(1) 第１次試験当日（６月25日）は以下のものを持参してください。

①写真を貼った受験票（当日回収して、返却しません。）

受験票に、写真（縦４cm×横３cm、平成29年１月以降に撮影した上半身・正面脱帽のもの）を貼って持参してくだ

さい。写真が貼られていない場合、受験できません。

なお、受験票の回収後にも受験番号が分かるように必ずメモをとっておいてください。

②ＨＢの鉛筆５本以上（マークシート記入用）

③プラスチック消しゴム

　※ 試験中に使用できる時計は、計時機能だけのものに限ります。（携帯電話は使用できません。）

　※ 会場によっては室温の調整ができませんので、上着の持参など各自で対応してください。

(2) 災害等による日程の変更など、緊急連絡等については、福岡市職員募集ホームページ及び24時間テレホンサービス

（０９２-７３３-５０１０）でお知らせしますので、随時ご確認ください。

(3) 合格等の発表を掲示又はホームページにより確認できない場合は、電話で合否をお答えします。

　  （募集区分・受験番号・氏名が必要です。）

● 採用試験等実施状況

実施年度 

募集区分 

平成26年度 平成27年度 平成28年度

受験者 合格者 競争倍率 受験者 合格者 競争倍率 受験者 合格者 競争倍率

定

　 期

　 募

　 集

行
政
事
務

行 政

福 祉

心 理

行 

政 

技 

術

行 

政 

技 

術

土 木

建 築

電 気

機 械

土 木

行 政

建 築

電 気

機 械

造 園

衛生管理Ａ

衛生管理Ｂ

消防吏員Ａ

獣 医 師

保 健 師

特
別
募
集

衛生管理

文化財専門職

Ａ

852 人 13.5 倍

40 4 10.0

27 1 27.0

101 23 4.4

36 9 4.0

57 6 9.5

41 4 10.3

2.3

18 3 6.0

21 2 10.5

436 26 16.8

12 3 4.0

46 4 11.5

406 50 8.1

13 3 4.3

6 2 3.0

11 2 5.5

－ －

－

－

－－

27 6 4.5

63 人

7 3

610

37

16

74

33

40

39

19

28

26

391

11

59

178

－ 

－ 

－ 

－ 

20

－ 

人 33

1

1

12

7

8

7

4

7

3

23

3

6

13

－ 

－ 

－ 

－ 

6

－ 

人 18.5

37.0

16.0

6.2

4.7

5.0

5.6

4.8

4.0

8.7

17.0

3.7

9.8

13.7

－ 

－ 

－ 

－ 

3.3

－ 

倍751

32

16

108

48

52

34

17

30

22

386

5

73

278

－ 

－ 

－ 

－ 

11

－ 

人 43

3

1

20

14

6

4

2

4

3

26

3

5

16

－ 

－ 

－ 

－ 

4

－ 

人 17.5

10.7

16.0

5.4

3.4

8.7

8.5

8.5

7.5

7.3

14.8

1.7

14.6

17.4

－ 

－ 

－ 

－ 

2.8

－ 

倍

行政
事務
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● 試験会場案内図

＜福岡会場＞　九州産業大学　（福岡市東区松香台２丁目３－１）

※ 駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。また、近隣の迷惑になりますので、
　 試験会場周辺の路上駐車（送迎等の待機を含む。）は、絶対にしないでください。
※ 当日は、時間に余裕を持って、会場へお越しください。
※ 教室割りは、当日掲示します。

○JR九州をご利用の場合

（鹿児島本線）

・「九産大駅前」下車　九州産業大学北門まで徒歩１分

○西鉄バスをご利用の場合

（天神地区から乗車）※ 乗車バス、行先等は、事前に確認してください。

・「九州産業大学南口」バス停　下車　九州産業大学正門まで徒歩２分

・「九州産業大学前」バス停　下車　九州産業大学正門まで徒歩２分

　◇ 乗換案内

　　 ・「天神日銀前」から下記の行先に乗車し「九州産業大学南口」下車

　　　　 ＜行先＞赤間営業所、新宮・緑ケ浜 等

　　 ・「天神中央郵便局前」から下記の行先に乗車し「九州産業大学前」下車

　　　　 ＜行先＞赤間営業所、雁の巣レクリエーションセンター 等
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● 試験会場案内図

＜東京会場＞　立教大学 池袋キャンパス　（東京都豊島区西池袋３－３４－１）

※ 駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。また、近隣の迷惑になりますので、
　 試験会場周辺の路上駐車（送迎等の待機を含む。）は、絶対にしないでください。
※ 当日は、時間に余裕を持って、会場へお越しください。
※ 教室割りは、当日掲示します。

最寄り駅からのアクセス

【ＪＲ線】
〇各線：池袋駅西口より大学正門まで徒歩７分

【地下鉄線】
〇東京メトロ　丸ノ内線・有楽町線・副都心線 池袋駅西口より大学正門まで徒歩７分
　　　　　　　丸ノ内線・有楽町線・副都心線 要町駅６番出口より大学正門まで徒歩６分

【西武鉄道】
〇西武池袋線　池袋駅西口より大学正門まで徒歩７分
　　　　　　　椎名町駅北口より大学正門まで徒歩14分

大学正門
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● 試験成績の開示について
試験成績について、本人に限り、次の要領により開示の請求をすることができます。請求は各試験
終了後に行ってください。また、電話等による請求はできません。

(1) 開示内容

試　験 対象者 開示内容

第１次試験
・口頭試問受験非該当者
(行政事務(行政))
・不合格者

第１次試験における教養試験、専門試験（文化財専門職を除く。）
の正答数、科目別の得点及び可否、総合点、総合順位

第２次試験
　（※）

・第１次試験合格者
・口頭試問等受験非該当者
　(文化財専門職、消防吏員Ａ)
・最終合格者

第１次試験における教養試験、専門試験（文化財専門職を除く。）
の正答数、科目別の得点及び可否、総合点、総合順位
第２次試験における科目別の得点及び可否、総合点、総合順位

※ 第２次試験成績の開示は、すべて最終合格発表後になります。

(2) 必要書類
① 本人であることを示す書類（運転免許証、旅券、健康保険の被保険者証、個人番号カード、住民基本台帳
 　カード又は特別永住者証明書（外国人登録証明書））
② 成績開示請求書（本ページ下段の様式を切り取るか、コピーしてください。）

(3) 請求方法
＜口頭による請求の場合＞　 (2)の必要書類①②を人事委員会事務局まで持参してください。
＜郵送による請求の場合＞　 (2)の必要書類①の写し（※）、必要書類②及び返信用封筒を次の要領で郵送
　　　　　　　　　　　　　 してください。 （※ 必要書類①は氏名、住所、生年月日が確認できる部分を
　　　　　　　　　　　　　 コピーしてください。また、書類の形に切り取る必要はありません。）
・あて先　〒810-8620　福岡市人事委員会事務局任用課　※ 住所の記入は不要です。
・返信用封筒には返信先を明記し、返信に必要な切手を貼ること　
　（定形郵便物サイズ内の封筒を使用し、普通郵便で送付する場合は82円（簡易書留の場合は392円））
・送付用封筒の表に「成績開示請求」と朱書きすること
※ 郵送方法は指定しませんが、簡易書留が確実です。普通郵便による場合の事故等については、責任を負
　 いません。

(4) 請求期間
合格者（該当者）発表の翌週月曜日（閉庁日の場合はその翌日）から１ヵ月間（郵送による請求の場合は消印
有効）

＜申込み及び問い合わせ先＞

福岡市人事委員会事務局任用課
TEL 092-711-4687　（平日8:45～17:30）
FAX 092-733-5866
〒810-8620 福岡市中央区天神一丁目8-1
　　　　　 （市役所議会棟５階）

＜福岡市職員募集ホームページ＞
http://www.city.fukuoka.lg.jp/saiyou/

平成29年度福岡市職員
採用試験（選考）成績開示請求書

（あて先）　福岡市人事委員会　　　　　　　　　　

私は、下記の試験（選考）の成績の開示を請求します。

記

請求年月日 平成　　年　　月　　日

募集区分

受験番号

氏　　名

電話番号

（切り取り線）


